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256 セガレンと同時代の作家たち　―ランボオ，ゴーギャン，ゴーチエ，クローデル―（渡辺）
たのだ」（1903年 11月 29日モンフレー宛 2）。自分はタヒチおよびマオリ人について一体何を見て
きたのか，とセガレンは絶句する。その衝撃は翌年「最後の舞台装置のなかのゴーギャン Gauguin 
dans son dernier décor」3としてはや具体化されるが，「ゴーギャンが見たのと同じやり方で，すな
わちタヒチの人々を彼ら自身において，しかも内側から外側へ『書く』」（1906年 4月 12日モンフ
レー宛 VSC 1-660）試みとして，マオリ族を扱った民族誌的著作『太古の人々＝記憶なき人々 Les 
Immémoriaux』，その続編として（ゴーギャンの棲家Maison du Jouir を意識したと思われる）『享


































































































































































































































































































（1903年 11月 29日 VSC I-551）「ゴーギャンは幅をきかせている。わたしはいま，かれを取り巻






























































































































1913年の手紙に一時「友よ Mon grand ami」という呼びかけが見られるが，翌年以降，ふたたび
「師」に戻っている。以下，主だった手紙を紐くことにしよう。







































































今度は遠足 excursionではなく，有用な遠征 expedition utileになるだろう。文字通り「現実なるも

















































まさに『試論』が本格的に書き始められる時期に相当する。さらに 1909年 6 月に北京に到着して
から，ほぼ 5年間にわたり滞在することになる中国時代の最たる産物が，1910年秋から書きため
られ，1912年 8 月に出版された『碑』であることは衆自の一致するところであろう。因みに『絵画』
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